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MT-141に 関す る基礎 的 ・臨床的検討

大 井 聖 至 ・熊 田 徹 平 ・戸 塚 恭 一

東京女子医科大学内科

新 し く開 発 され たcephamycin系 抗 生 物 質 で あ るMT-141に つ い て 内 科 領 域 で の基 礎 的,臨 床

的検 討 を 行 な った 。

臨 床 分 離 株 に 対 す る本 剤 の最 小 発 育 阻 止 濃 度 はE.coliで は0.2～1.6μg/mlに 分 布 し,ピ ー ク

は0.4～0.8μg/mlで あ った 。Klebsiellaで は0.4～0.8μg/mlに ピ ー クを 示 した 。Enterobacter

で は50μg/ml以 上 に分 布 し,ほ とん ど の株 が100μg/ml以 上 で あ っ た。Serratiaで は3.2～6.3

μg/mlと100μg/ml以 上 とに二 峰 性 の ピー クを 示 した 。P.aeruginosaで は 大 部 分 が100μg/ml

以上 に分 布 した 。

臨 床 的 検討 は3例 に つ き行 な った 。 疾 患 別 で は 急 性 腎 盂 腎 炎1例,慢 性 膀 胱 炎1例,急 性 扁 桃 炎

1例 であ った 。 原 因菌 は 尿 路 感 染 症 ではE.coli,K.pneumoniaeで あ り,急 性 扁 桃 炎 例 は 不 明 で

あ った 。 投 与 法 は 本剤1回1gを1日2回 点 滴 静 注 した 。 臨 床 成 績 は 著 効2例,有 効1例 で あ った 。

副 作 用 お よび 臨 床 検 査 値 の 異 常 は 認 め な か った 。

MT-141は 新 し く開 発 され たcephamycin系 の抗 生 剤

で緑 膿菌 を除 く グ ラム陰 性 桿 菌 に 抗 菌 力 を有 し,特 に 嫌

気性 菌 であ るB.fragilisに 対 し優 れ た 抗 菌 力 を示 す と

いわ れて い る。

内 科領 域 で の基 礎 的,臨 床 的 検 討 を行 な っ た の で そ の

成績 を報 告 す る。

1.抗 菌 力

1.方 法

臨床 分離 株 に 対 す る本 剤 の 最 小 発 育 阻 止濃 度(MIC)

を 日本化 学 療 法 学 会標 準 法 に従 い 寒 天 平 板 法 に て 測 定 し

た。

菌 株 はE.coli 30株,Klebsiella 29株,Enterobac-

ter 30株,Serratia 30株,P.aeruginosa 28株 で あ

り,対 照 と して の 抗 生 剤 はCefmetazole(CMZ)で あ

る。接 種菌 量 は18時 間 培 養 液 の100倍 希 釈 液 を 用 い た 。

2.成 績

測定 成 績 はTable 1～4に 示 す とお りで あ る。E.coli

30株 に対 して は ≦0.2～1.6μg/mlの 範 囲 に分 布 し,ピ

ー クは0 .4～0.8μg/mlで あ った 。CMZよ りは1～2段

階 優 る成績 で あ った 。Klebsiella 29株 で は0.4～0.8

μg/mlに ピ ー クが あ り,CMZよ りも1段 階 程 度 優 る成

績 であ った 。Enterobuter 30株 で は50μg/ml以 上 に

分布 し,そ のほ とん ど の株 が100μg/ml以 上 で あ った 。

CMZと ほぼ 同様 の成 績 で あ った 。Serratia 30株 では

3.2～6.3μg/mlと100μg/ml以 上 とに 二 峰 性 の ピー ク

を示 した 。 や は り二 峰 性 の ピー クを 示 したCMZよ り1

段 階程 度 優 る成 績 で あ っ た 。P.aeruginosa 28株 では

Table 1 Susceptibility of E.coli to MT-141 and CMZ

Table 2 Susceptibility of Klebsiella to MT-141 and CMZ

Table 3 Susceptibility of Enterobacter to MT-141

and CMZ

Table 4 Susceptibility of Serratia to MT-141 and CMZ

すべての株が100μg/ml以 上を示 し,CMZと 同様の成

績であった。

II.臨 床 成 績

1.対 象 ・投与法

対象患者は入院症例の男性1名,女 性2名 である。年
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齢は22～59歳 である。検討症例は総計3例 であ り,疾

患別では尿路感染症2例(急 性腎盂腎炎1例,慢 性膀胱

炎1例),急 性扁桃炎1例 である。

原因菌は尿路感染症ではE.coli,K.pneumoniaeで

あ り,急 性扁桃炎は不明であった。

投与法は全例で本剤1gを5% glucose 100mlに 溶

解 し,1日2回1時 間かけて点滴静注した。投与 日数は

6～10日,総 投与量は12～20gで あ った。

2.成 績

症例の概要はTable 5に 示すとお りであ り,効 果判定

は臨床症状,検 査成績の改善および細菌学的成績を考慮

し,著 効(++),有 効(+),や や有効(±),無 効(-)

と判定 した。

症例1は 急性腎盂腎炎の症例で,悪 寒,発 熱 腰痛を

主訴 として来院 し,膿 尿,白 血球増多,CRPの 上昇を

認め,尿 培養にてE.coli 105/mlを 検出した。本剤1g

を1日2回 点滴静注 し6日 目に解熱 し,白 血球数,CRP

の正常化および膿尿,細 菌尿の消失を認めた。著効と判

定 した。

症例2は 慢性膀胱炎の症例で基礎疾患 として脊髄小脳

変性症をもつ膀胱カテーテル留置例である。微熱および

膿尿が持続 し,尿 培養にてK.pneumoniaeを 検 出した。

Table 5 Clinical results of MT-141 therapy

Table 6 Laboratory data before and after MT-141
therapy

B: Before therapy

A: After therapy

本剤1回19を1日2回 点滴静注し,膿 尿は消失 したが,

投 与後の尿培養ではS.faecalisへ の菌交代を認めた。

効果判定は有効 とした。

症例3は 急性扁桃炎の症例で,発 熱,悪 寒,咽 頭痛を

主訴 として来院 し,扁 桃の著明な発赤,腫 脹,膿 の付着

を認めた。咽頭培養は正常細菌叢であった。本剤1回1

gを1日2回 点滴静注 し,臨 床症状の改善をみた。著効

と判定 した。

III.副 作 用

皮内テス トは全例陰性で,皮 内テス ト陽性による中止

例はなかった。また本剤による副作用も全例に認めなか

った。

本剤投与前および投与終了時における臨床検査値の変

動はTable 6に 示す とおりである。症例3で 軽度のAl-

Pの 上昇を認めたが,こ の症例は本剤投与前 よ りやや

Al-Pの 高値を認め,基 礎疾患として慢性肝炎があり
,

必ず しも本剤によるものとは思われなかった。

IV.考 按

MT-141はcephamycin系 新抗生剤であり,緑 膿菌

を除 くグラム陰性桿菌に抗菌スペクトルを有し,特 に嫌

気性菌であるB.fragilisに 対 し優れた抗菌力をもつこ

とが知られている。またin vivoに おいてin vitroよ

り良好な抗菌力を示すといわれている1～4)。

第31回 日本化学療法学会総会において本剤に関する

シンポジウムが行なわれ,全 国での研究機関の集計成績

が示された5)。

われわれの本剤についての抗菌力の検討ではシンポジ

ウムの成績とほぼ同様の成績が得られ,E.coli,Kleb-

siella,Serratiaで は対照薬剤であるCMZと 同等もし

くはやや優 れ た抗菌力 を 示 した。P.aeruginosaと

Enterobacterは ほ とんどの株が100μg/ml以 上のMIC

を示 し,CMZと 同様の成績であった。

臨床検討を尿路感染症 と扁桃炎について行 な った。

E.coli,K.pneumoniaeが 原因菌であった尿路感染症例

は1回1gを1日2回 投与で良好な成績が得られ,扁 桃

炎症例は原因菌不明であったが著効 と認められた.し か

し,今 回の検討では症例数が少なかったので今後さらに

症例を増加検討しなくてはならない。

副作用および臨床検査値異常については全例において

認められなかった。
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BASIC AND CLINICAL STUDIES ON MT-141

SATOSHI OOI, TEPPEI KUMADA and KYOICHI TOTSUKA

Department of Internal Medicine, Tokyo Women's Medical College

We did fundamental and clinical studies on MT-141, one of new cephamycins, in the internal field.

The MICs of MT-141 against clinically isolated E. coli were between 0.2 and 1.6ƒÊg/ml and the peak

was between 0.4 and 0.8ƒÊg/ml. Klebsiella gave the peak MIC as between 0.4 and 0.8ƒÊg/ml.

Enterobacter strains were inhibited by 50ƒÊg/ml or more and almost all strains had MICs of 100ƒÊg/ml

or more. Serratia showed bimodal peaks of between 3.2 to 6.3ƒÊg/ml and 100ƒÊg/ml or more.

Almost all P. aeruginosa strains were inhibited by MICs of 100ƒÊg/ml or more. Clinically, we treated

3 patients with acute pyelonephritis, chronic cystitis and acute tonsillitis. The causative orgainsms

were E.coli and K. pneumoniae in the urinary tract infections, and unknown in the cases of acute

tonsillitis. One gram of MT-141 was given by intravenous drip infusion twice a day. Clinical

results were "excellent" in 2 and "good" in one. There were no side effects or abnormal clinical

laboratory test values.


